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クロアチア旅行史に関する一考察──『ユーゴスラヴィア修学旅行』を読み解く──

は
じ
め
に

ク
ロ
ア
チ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
地
域
で
は
、
一
九

世
紀
半
ば
か
ら
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
地
域
を
中
心
に
保
養
地
と
し
て
の
開
発
が

進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
海
岸
保
養
地
に
関
し
て
は
膨
大
な
量
の
旅
行
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
各
時
代
の
人
々
の
旅
行
目
的
や
関
心
事
を

知
る
手
掛
か
り
に
な
る）

1
（

。
近
年
で
は
、
必
ず
し
も
体
系
的
と
は
言
え
な
い
も

の
の
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
地
域
の
旅
行
史
に
関
す
る
研
究
書
も
徐
々
に

刊
行
さ
れ
て
き
て
い
る）

2
（

。

本
稿
で
は
、
ま
だ
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
独
自
の
社
会
主
義
路
線
が
試
行
錯

誤
の
段
階
に
あ
っ
た
一
九
五
九
年
に
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ザ
グ
レ
ブ
で
刊
行
さ
れ

た
『
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
修
学
旅
行
』（
以
下
、『
修
学
旅
行
』
と
呼
ぶ）

3
（

）
を

参
照
し
な
が
ら
、
当
時
の
児
童
生
徒
向
け
の
修
学
旅
行
が
何
を
意
識
し
て
実

施
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
ど
こ
で
何
を
学
ば
せ
よ
う
と
し
た
の
か
を
考
察
す

る
。『
修
学
旅
行
』
は
ク
ロ
ア
チ
ア
教
育
省
の
認
可
を
得
た
地
理
・
歴
史
分

野
の
教
育
出
版
物
で
あ
り
、
通
常
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ほ
ど
の
実
用
性
は
な
い

も
の
の
、
旅
行
引
率
者
と
な
る
学
校
教
師
を
対
象
と
し
た
二
四
四
点
も
の
写

真
と
多
数
の
地
図
を
掲
載
し
た
詳
し
い
旅
行
案
内
書
と
な
っ
て
い
る
。
ク
ロ

ア
チ
ア
語
で
書
か
れ
た
類
書
の
ほ
と
ん
ど
な
い
貴
重
な
「
史
料
」
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
ア
ー
カ
イ
ヴ
史
料
と
は
別
に
、
旅
行
案
内
書
そ
の
も

の
を
「
史
料
」
と
し
て
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
読
み
解
く
試
み
に
取
り
組
み
た

い
。

1
．
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の

　
　

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
観
光
旅
行

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ

【
特
集
】

古
典
・
原
典
・
史
料
の
世
界

ク
ロ
ア
チ
ア
旅
行
史
に
関
す
る
一
考
察
│
│
『
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
修
学
旅
行
』
を
読
み
解
く
│
│

石
田　

信
一



7

【特集】古典・原典・史料の世界

ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
王
国
と
し
て
誕
生
し
た
新
し
い
国
で
あ
る
。
し
か

も
、
こ
の
王
国
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
ほ
か
ハ
ン

ガ
リ
ー
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
よ
う
に
枢
軸
陣
営
に
加
わ
っ
た
近
隣
諸
国
に
よ
り

分
割
・
占
領
さ
れ
、
そ
の
解
放
後
に
新
た
な
連
邦
国
家
と
し
て
再
出
発
し
た
。

当
初
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
（
ソ
連
）
憲
法
を
モ
デ
ル
と
し
た
新
憲
法
を
採
択

し
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
人
民
共
和
国
（
の
ち
社
会
主
義
連
邦
共
和
国

に
改
称
）
と
し
て
発
足
し
た
。
そ
れ
は
パ
ル
チ
ザ
ン
を
率
い
て
国
土
解
放
に

貢
献
し
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
共
産
党
（
の
ち
共
産
主
義
者
同
盟
に
改
称
）

に
よ
る
事
実
上
の
一
党
独
裁
国
家
で
あ
っ
た
が
、
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
追
放
に

象
徴
さ
れ
る
ソ
連
・
東
欧
諸
国
と
の
関
係
悪
化
が
、
労
働
者
自
主
管
理
や
非

同
盟
外
交
と
い
っ
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
独
自
の
社
会
主
義
路
線
を
切
り
開

か
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
に
拠
点
を
置
く
戦
前
か

ら
の
旅
行
代
理
店
プ
ー
ト
ニ
ク
は
、
一
九
四
六
年
に
ソ
連
の
イ
ン
ツ
ー
リ
ス

ト
を
モ
デ
ル
と
す
る
国
営
旅
行
社
と
な
っ
た
が
、
一
九
五
一
年
か
ら
五
三
年

に
か
け
て
そ
う
し
た
独
占
的
な
国
営
旅
行
社
と
し
て
の
役
割
を
終
え
、
そ
の

分
割
お
よ
び
旅
行
代
理
店
の
新
設
が
相
次
い
だ）

4
（

。
一
九
六
三
年
に
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ヴ
ィ
ア
観
光
連
盟
が
刊
行
し
た
旅
行
案
内
書
に
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
拠
点

を
置
く
ゲ
ネ
ラ
ル
ト
ゥ
ー
リ
ス
ト
（
ザ
グ
レ
ブ
）、
ク
ヴ
ァ
ル
ネ
ル
・
エ
ク

ス
プ
レ
ス
（
オ
パ
テ
ィ
ヤ
）、
ア
ト
ラ
ス
（
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
）
と
い
っ
た

旅
行
代
理
店
が
掲
載
さ
れ
て
い
る）

5
（

。

コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
追
放
を
う
け
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
を
訪
れ
る
ソ
連
・

東
欧
諸
国
か
ら
の
観
光
客
は
一
時
的
に
激
減
し
た
も
の
の
、
勤
労
者
の
た
め

の
国
内
旅
行
が
奨
励
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て）

6
（

、
こ
の
時
期
で
も
ホ
テ
ル
等
の

施
設
は
拡
充
さ
れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
も
マ
ス
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
時
代
を
迎
え
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
観
光
連
盟
を
筆
頭
に
各

地
で
観
光
協
会
や
観
光
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
旅
行
専
門
誌
（
月
刊
誌
）
が
創

刊
さ
れ
る
と
と
も
に）

7
（

、
多
数
の
旅
行
案
内
書
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
発
行
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た）

8
（

。
一
九
五
七
年
発
行
の
『
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
観
光
地
・

サ
マ
ー
リ
ゾ
ー
ト
案
内）

9
（

』
や
一
九
五
八
年
発
行
の
『
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
観

光
百
科
事
典）

10
（

』
も
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。『
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
修

学
旅
行
案
内
』
で
も
、
こ
れ
ら
の
旅
行
案
内
書
等
が
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
を
訪
れ
た
外
国
人
観
光
客
（
旅
行
者
）
は
一
九
四
九

年
に
は
三
万
人
余
り
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
た
が
、
一
九
五
四
年
に
約

三
二
万
人
、
一
九
五
九
年
に
は
約
八
四
万
人
に
急
増
し
て
い
る）

11
（

。
一
九
五
九

年
の
外
国
人
観
光
客
の
内
訳
を
見
る
と
、
も
っ
と
も
多
い
の
が
西
ド
イ
ツ
人

（
約
二
一
万
人
）
で
、
続
い
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
（
約
一
八
万
人
）、
イ
タ
リ

ア
人
（
約
八
万
人
）、
イ
ギ
リ
ス
人
（
約
七
万
人
）、
フ
ラ
ン
ス
人
（
約
六
万

人
）
の
順
と
な
っ
て
い
る）

12
（

。
か
つ
て
「
お
得
意
様
」
で
あ
っ
た
チ
ェ
コ
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
観
光
客
は
前
述
の
事
情
か
ら
一
九
五
四
年
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ま
で
途
絶
し
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
ま
で
戦
前
の
水
準
を
回
復
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
な
お
、
一
九
四
九
年
に
は
す
べ
て
の
旅
行
者
の
う
ち
外
国
人
は

約
一
・
六
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
五
九
年
に
は
約
一
八
・
三
％
に
ま

で
伸
び
て
い
る）

13
（

。
一
九
五
九
年
の
統
計
か
ら
旅
行
者（
外
国
人
に
限
ら
な
い
）

の
宿
泊
日
数
の
多
い
海
岸
保
養
地
を
見
て
み
る
と
、
オ
パ
テ
ィ
ヤ
（
約

六
一
万
泊
）、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク（
約
四
六
万
泊
）、
ツ
リ
ク
ヴ
ェ
ニ
ツ
ァ（
約

四
四
万
泊
）、
ポ
レ
チ
ュ
（
約
三
一
万
泊
）、
ラ
ブ
（
約
二
八
万
泊
）
の
順
と

な
っ
て
い
る）

14
（

。

な
お
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
は
一
九
二
七
年
創
業
の
ア
エ
ロ
プ
ー
ト
社

に
か
わ
る
国
営
航
空
会
社
と
し
て
一
九
四
七
年
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
）
が
発
足
し
た）

15
（

。
一
九
五
八
年
の
時
点
で
ザ

グ
レ
ブ
か
ら
国
内
線
で
は
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド（
一
時
間
四
〇
分
）、
リ
ュ
ブ
リ
ャ

ナ
（
三
〇
分
）、
ブ
レ
ッ
ド
（
四
五
分
）、
ス
プ
リ
ト
（
一
時
間
一
〇
分
）、

サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
（
一
時
間
二
〇
分
、
さ
ら
に
チ
ト
ー
グ
ラ
ー
ド
に
接
続
）、

ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
（
一
時
間
四
五
分
）
に
、
ま
た
国
際
線
で
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
ウ
ィ
ー
ン
（
一
時
間
二
〇
分
、
さ
ら
に
西
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
ま
た

は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
接
続
）
と
ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
（
三
時
間
）
に

直
行
便
が
あ
っ
た）

16
（

。

も
っ
と
も
、
コ
ス
ト
面
も
含
め
て
飛
行
機
の
利
用
が
修
学
旅
行
に
ふ
さ
わ

し
い
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、『
修
学
旅
行
』
に
登
場
す
る
移
動
手

段
は
列
車
か
船
で
、
バ
ス
で
さ
え
例
外
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
バ
ス

路
線
が
十
分
に
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
反
面
、
山
間
部
の
狭
軌
鉄
道
を
含
む

地
方
の
鉄
道
路
線
が
充
実
し
て
い
た
こ
と
も
、
そ
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
例
え
ば
、
ザ
グ
レ
ブ
か
ら
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
に
向
か
う
場
合
で
さ
え
、

サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
経
由
の
列
車
を
利
用
す
る
ル
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
同
時
期
の
列
車
時
刻
表
に
よ
れ
ば
、
ザ
グ
レ
ブ
・
サ
ラ
イ
ェ

ヴ
ォ
間
と
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
・
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
（
グ
ル
ー
ジ
ュ
）
間
は
そ
れ

ぞ
れ
ほ
ぼ
半
日
を
要
す
る
行
程
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
が
現
実
的
な
も
の
で

あ
っ
た
か
は
疑
わ
し
い）

17
（

。

2
．『
修
学
旅
行
』
に
お
け
る
事
例
紹
介

『
修
学
旅
行
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
具
体
的
な
事
例
は
、
一
九
五
八

年
六
月
一
五
日
か
ら
一
八
日
ま
で
三
泊
四
日
で
実
施
さ
れ
た
ザ
グ
レ
ブ
を
起

点
と
し
、
リ
イ
ェ
カ
、
オ
パ
テ
ィ
ヤ
、
ポ
ス
ト
イ
ナ
、
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
、
ブ

レ
ッ
ド
湖
を
周
遊
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
都
市
と
著
名
な
観
光
地
を
巡
る
、

現
在
の
一
般
的
な
観
光
旅
行
で
も
使
わ
れ
そ
う
な
ル
ー
ト
で
あ
る
。
ま
ず
、

こ
の
修
学
旅
行
の
事
例
に
つ
い
て
、
見
て
み
よ
う
。

一
日
目
は
ザ
グ
レ
ブ
午
前
七
時
四
〇
分
発
の
列
車
で
リ
イ
ェ
カ
に
向
か
う

（
午
後
一
時
一
五
分
着
）。
リ
イ
ェ
カ
市
内
を
見
学
し
、
午
後
二
時
発
の
船
舶
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で
オ
パ
テ
ィ
ヤ
に
向
か
う
（
午
後
三
時
着
）。
オ
パ
テ
ィ
ヤ
市
内
を
見
学
後
、

午
後
六
時
発
の
船
舶
で
リ
イ
ェ
カ
に
戻
る
（
午
後
七
時
着
）。
リ
イ
ェ
カ
市

内
の
赤
十
字
会
館
で
夕
食
お
よ
び
宿
泊
。

二
日
目
は
午
前
七
時
か
ら
朝
食
。
午
前
一
〇
時
一
五
分
か
ら
約
二
時
間
、

リ
イ
ェ
カ
市
内
の
「
五
月
三
日
」
造
船
所
を
見
学
。
そ
の
後
、
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ガ
レ
ブ
」
で
昼
食
。
リ
イ
ェ
カ
午
後
一
時
一
五
分
発
の
列
車
で
ポ
ス
ト
イ

ナ
に
向
か
う
（
午
後
二
時
四
五
分
着
）。
午
後
三
時
三
〇
分
か
ら
ポ
ス
ト
イ

ナ
鍾
乳
洞
を
見
学
。
ポ
ス
ト
イ
ナ
午
後
六
時
一
五
分
発
の
列
車
で
リ
ュ
ブ

リ
ャ
ナ
に
向
か
う
（
午
後
七
時
五
分
着
）。
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
市
内
の
中
等
技

術
学
校
の
宿
舎
で
夕
食
お
よ
び
宿
泊
。

三
日
目
は
午
前
七
時
か
ら
朝
食
。
午
前
八
時
か
ら
約
三
時
間
、
リ
ュ
ブ

リ
ャ
ナ
市
内
を
散
策
。
午
前
一
一
時
五
五
分
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
発
の
列
車
で
ブ

レ
ッ
ド
湖
に
向
か
う
。
ブ
レ
ッ
ド
＝
レ
ス
ツ
ェ
駅
で
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
午

後
二
時
に
ブ
レ
ッ
ド
湖
に
到
着
。
ホ
テ
ル
・
パ
ル
ク
で
昼
食
後
、
約
一
時
間

半
、
ブ
レ
ッ
ド
湖
周
辺
を
散
策
。
午
後
七
時
に
ホ
テ
ル
・
パ
ル
ク
で
夕
食
お

よ
び
宿
泊
。

四
日
目
は
午
前
七
時
か
ら
朝
食
。
徒
歩
で
ヴ
ィ
ン
ト
ガ
ル
峡
谷
に
移
動
・

散
策
し
、
ヴ
ィ
ン
ト
ガ
ル
午
前
九
時
四
三
分
初
の
列
車
で
イ
ェ
セ
ニ
ツ
ェ
に

向
か
う
（
午
前
一
〇
時
二
〇
分
着
）。
午
前
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
約
二
時
間
、

イ
ェ
セ
ニ
ツ
ェ
製
鉄
所
を
見
学
。
そ
の
後
、
ホ
テ
ル
・
コ
ロ
タ
ン
で
昼
食
。

近
隣
の
丘
陵
地
帯
を
散
策
後
、
イ
ェ
セ
ニ
ツ
ェ
午
後
三
時
二
二
分
発
の
列
車

で
ザ
グ
レ
ブ
に
向
か
う
（
午
後
七
時
一
八
分
着
）。

こ
の
修
学
旅
行
で
の
訪
問
地
で
あ
る
リ
イ
ェ
カ
（
イ
タ
リ
ア
語
で
は
フ
ィ

ウ
メ
）、
オ
パ
テ
ィ
ヤ
（
同
ア
バ
ツ
ィ
ア
）、
ポ
ス
ト
イ
ナ
（
同
ポ
ス
ト
ゥ
ミ

ア
）
は
両
大
戦
間
期
に
は
イ
タ
リ
ア
領
と
な
っ
て
お
り
、
国
境
問
題
が
暫
定

的
な
が
ら
解
決
し
た
の
は
一
九
五
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、『
修
学
旅

行
』
が
書
か
れ
た
当
時
と
し
て
は
非
常
に
新
し
い
目
的
地
（
お
よ
び
旅
程
）

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）

18
（

。
ま
た
、
ク
ロ
ア
チ
ア
語
が
通
用
し
に
く
い
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
（
ポ
ス
ト
イ
ナ
か
ら
イ
ェ
セ
ニ
ツ
ェ
ま
で
）
を
旅
程
に
組
み
込
ん

で
い
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
当
時
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
諸
民
族
の
共
通
語
と
し
て
機
能
し
て
い
た
セ
ル
ビ
ア
・
ク
ロ
ア
チ
ア
語
が

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
で
も
広
く
通
用
し
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
こ
う
し
た

事
情
は
後
述
す
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
や
コ
ソ
ヴ
ォ
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
と
共
通
す
る
。

な
お
、
修
学
旅
行
の
た
め
安
価
な
宿
泊
施
設
を
利
用
し
て
い
る
が
、
ブ

レ
ッ
ド
で
は
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
い
る
。
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
『
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
観
光
百
科
事
典
』
で
は
、
ブ
レ
ッ
ド
だ
け
で
も
一
四
軒
の
ホ
テ

ル
と
多
数
の
民
宿
（「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ル
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
）、
キ
ャ
ン

プ
場
が
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る）

19
（

。
事
例
紹
介
に
あ
る
ホ
テ
ル
・
パ
ル

ク
は
一
四
四
台
の
ベ
ッ
ド
を
持
ち
、
ホ
テ
ル
・
ト
プ
リ
ツ
ェ
に
次
ぐ
大
規
模



10

クロアチア旅行史に関する一考察──『ユーゴスラヴィア修学旅行』を読み解く──

な
ホ
テ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

3
．『
修
学
旅
行
』
に
お
け
る
事
前
学
習
の
テ
ー
マ

『
修
学
旅
行
』
は
、
上
記
の
事
例
に
即
し
て
教
師
が
児
童
生
徒
に
グ
ル
ー

プ
単
位
で
行
わ
せ
る
べ
き
事
前
学
習
の
テ
ー
マ
（
選
択
肢
）
を
一
二
も
挙
げ

て
い
る
。

①
修
学
旅
行
全
体
の
旅
程
に
即
し
て
概
略
図
を
描
く
。（
ａ
）
鉄
道
路
線
、

（
ｂ
）
大
都
市
や
交
通
結
節
点
、（
ｃ
）
川
・
山
・
湖
・
海
、（
ｄ
）
自
然
区

分
・
地
域
、（
ｅ
）
人
造
湖
・
水
力
発
電
所
・
大
工
場
・
自
然
景
観
な
ど
の

目
標
物
、（
ｆ
）
各
地
の
特
産
物
な
ど
を
含
む
。

②
ザ
グ
レ
ブ
・
リ
イ
ェ
カ
間
の
植
生
と
気
候
に
つ
い
て
。（
ａ
）
内
陸
部
、

（
ｂ
）
ゴ
ル
ス
キ
・
コ
タ
ル
、（
ｃ
）
沿
岸
部
を
含
む
。

③
カ
ル
ス
ト
と
水
の
働
き
に
つ
い
て
。（
ａ
）
ド
リ
ー
ネ
、
カ
ル
ス
ト
谷
、

カ
ッ
レ
ン
等
の
地
表
地
形
、（
ｂ
）
鍾
乳
洞
、
ポ
ノ
ー
ル
等
の
地
下
地
形
を

含
む
。

④
ザ
グ
レ
ブ
以
外
の
鉄
道
沿
線
に
見
ら
れ
る
工
場
の
製
品
は
何
か
に
つ
い

て
。
フ
ル
ヴ
ァ
ツ
キ
・
レ
ス
コ
ヴ
ァ
ツ
の
「
ビ
リ
ャ
ナ
」
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
工

場
、
カ
ル
ロ
ヴ
ァ
ツ
の
木
材
加
工
会
社
、
カ
ル
ロ
ヴ
ァ
ツ
の
「
ユ
ー
ゴ
タ
ー

ビ
ン
」、
カ
ル
ロ
ヴ
ァ
ツ
の
「
イ
ヴ
ォ
・
ロ
ー
ラ
・
リ
バ
ル
」
繊
維
工
場
、

ド
ゥ
ー
ガ
・
レ
サ
の
繊
維
工
場
、
ヴ
ル
ボ
ヴ
ス
コ
の
家
具
工
場
、
デ
ル
ニ

ツ
ェ
＝
ル
チ
ツ
ェ
の
木
材
加
工
会
社
、
リ
イ
ェ
カ
の
「
五
月
三
日
」
造
船
所
、

リ
イ
ェ
カ
の
石
油
精
製
所
、
イ
リ
ル
ス
カ
・
ビ
ス
ト
リ
ツ
ァ
の
木
材
加
工
会

社
、
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
の
「
リ
ト
ス
ト
ロ
イ
」、
ク
ラ
ー
ン
の
「
イ
ス
ク
ラ
」

電
化
製
品
工
場
、
ク
ラ
ー
ン
の
「
サ
ヴ
ァ
」
ゴ
ム
工
場
、
イ
ェ
セ
ニ
ツ
ェ
の

製
鉄
所
、
ク
ル
シ
ュ
コ
の
セ
ル
ロ
ー
ス
工
場
、
サ
ヴ
ス
キ
・
マ
ロ
フ
の
ア
ル

コ
ー
ル
工
場
、
ザ
プ
レ
シ
チ
＝
ポ
ヤ
ト
ノ
の
「
ユ
ー
ゴ
ケ
ラ
ミ
カ
」
を
含
む）

20
（

。

⑤
水
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
（
水
力
発
電
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て
。
オ
ザ
リ

第
一
発
電
所
・
第
二
発
電
所
、
オ
グ
リ
ン
近
郊
の
ゴ
ヤ
ク
発
電
所
、
ゴ
ル
ス

キ
・
コ
タ
ル
＝
ヴ
ィ
ノ
ド
ル
の
「
ニ
コ
ラ
・
テ
ス
ラ
」
発
電
所
、
メ
ド
ヴ
ォ

デ
発
電
所
を
含
む
。

⑥
フ
ァ
シ
ス
ト
占
領
期
の
私
た
ち
人
民
の
生
活
に
つ
い
て
。（
ａ
）
人
民

解
放
闘
争
に
お
け
る
ジ
ュ
ン
ベ
ラ
ク
地
方
と
ポ
ク
プ
リ
ェ
地
方
、（
ｂ
）
第

二
次
世
界
大
戦
前
・
フ
ァ
シ
ス
ト
占
領
期
・
解
放
後
の
リ
イ
ェ
カ
＝
ス
シ
ャ

ク
、（
ｃ
）
フ
ァ
シ
ス
ト
占
領
期
の
ブ
レ
ジ
ツ
ェ
と
ク
ル
シ
ュ
コ
近
郊
か
ら

の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
強
制
移
住
を
含
む
。

⑦
観
光
業
の
発
展
の
条
件
に
つ
い
て
。（
ａ
）
デ
ル
ニ
ツ
ェ
（
山
岳
部
）、

（
ｂ
）
オ
パ
テ
ィ
ヤ
（
沿
岸
部
）、（
ｃ
）
ポ
ス
ト
イ
ナ
（
自
然
景
観
）、（
ｄ
）

ブ
レ
ッ
ド
（
ア
ス
プ
ス
の
湖
）
を
含
む
。

⑧
訪
問
地
に
と
っ
て
重
要
な
時
代
に
つ
い
て
。（
ａ
）
軍
政
国
境
地
帯
と
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コ
ル
ド
ゥ
ン
地
方
（
カ
ル
ロ
ヴ
ァ
ツ
＝
オ
グ
リ
ン
間
）、（
ｂ
）
ナ
ポ
レ
オ
ン

に
よ
る
イ
リ
リ
ア
諸
州
の
中
心
地
と
し
て
の
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
、（
ｃ
）
一
六

世
紀
に
お
け
る
サ
ヴ
ァ
川
上
流
域
（
ゴ
ル
ニ
ャ
・
ポ
サ
ヴ
ィ
ナ
）
に
お
け
る

農
民
大
反
乱
を
含
む
。

⑨
私
た
ち
の
最
大
の
港
湾
都
市
リ
イ
ェ
カ
に
つ
い
て
。（
ａ
）
リ
イ
ェ
カ

市
の
現
在
に
至
る
歴
史
的
発
展
、（
ｂ
）
リ
イ
ェ
カ
港
の
重
要
性
と
交
通
上

の
機
能
を
含
む
。

⑩
船
の
様
子
と
船
乗
り
の
仕
事
に
つ
い
て
。（
ａ
）
船
の
拡
大
図
、（
ｂ
）

船
乗
り
の
職
務
を
含
む
。

⑪
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
民
共
和
国
の
首
都
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
に
つ
い
て
。（
ａ
）

リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
の
地
理
的
位
置
、（
ｂ
）
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
の
現
在
に
至
る
歴

史
的
発
展
、（
ｃ
）
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
で
も
っ
と
も
重
要
な
文
化
的
・
歴
史
的

記
念
物
を
含
む
。

⑫
ブ
レ
ッ
ド
湖
と
ブ
レ
ッ
ド
盆
地
に
つ
い
て
。（
ａ
）
ブ
レ
ッ
ド
湖
の
成

り
立
ち
、（
ｂ
）
ブ
レ
ッ
ド
湖
を
取
り
囲
む
ア
ル
プ
ス
を
含
む
。

以
上
の
よ
う
に
、
事
前
学
習
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
自
然
地
理
的
内
容
（
①

②
③
⑫
）、
経
済
地
理
的
内
容
（
④
⑤
⑦
⑨
⑩
）、
歴
史
・
文
化
的
内
容
（
⑥

⑧
⑪
）
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
修
学
旅
行
ら
し
く
、
工
場

や
発
電
所
の
紹
介
を
含
む
経
済
地
理
的
内
容
が
多
く
、
と
く
に
テ
ー
マ
⑦
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
す
で
に
こ
の
時
期
に
観
光
業
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
は
名
所
旧
跡
ば
か
り
で
な
く
、

テ
ー
マ
④
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
工
場
（
例
え
ば
イ
ェ
セ
ニ
ツ
ェ
の
製
鉄

所
）
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
フ
ァ
シ
ス
ト
占
領
期
に
関
す
る
テ
ー
マ
⑥
は
、
こ
の
時
期
に
は
ほ

ぼ
同
時
代
史
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
共
産
党
政
権
の
発
足
に
つ
な
が
る
人

民
解
放
闘
争
の
意
義
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
を

除
け
ば
、
意
外
に
も
人
民
解
放
闘
争
や
社
会
主
義
建
設
に
関
す
る
説
明
は
限

ら
れ
て
お
り
、
す
で
に
各
地
に
数
多
く
設
置
さ
れ
て
い
た
戦
争
・
革
命
記
念

碑
へ
の
言
及
も
な
い）

21
（

。『
修
学
旅
行
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
四
四
点
の
写

真
の
う
ち
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
関
す
る
記
念
碑
は
一
九
四
一
年
に
反
フ
ァ

シ
ス
ト
蜂
起
の
あ
っ
た
ス
ル
ブ
の
も
の
一
点
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は

児
童
生
徒
の
見
学
先
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
記
念
碑
は
非
常
に
限
ら
れ
て
お
り
、

一
九
六
〇
年
代
に
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
の
犠
牲
者
追
悼
記
念
碑
「
石
の
花
」（
博

物
館
を
併
設
）
や
ポ
ド
ガ
リ
ッ
チ
の
モ
ス
ラ
ヴ
ィ
ナ
人
民
革
命
記
念
碑
に
代

表
さ
れ
る
巨
大
な
記
念
碑
が
数
多
く
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
遠

足
や
修
学
旅
行
の
対
象
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）

22
（

。

こ
の
事
例
紹
介
と
は
直
接
関
連
し
な
い
が
、
例
え
ば
ク
ム
ロ
ヴ
ェ
ツ
に
関

し
て
も
、「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
元
帥
で
あ
り
我
々
の
共
和
国
大
統
領
で
も

あ
る
チ
ト
ー
同
志
の
生
家
が
あ
る
。
チ
ト
ー
同
志
の
生
家
は
、
こ
の
偉
人
の

幼
少
期
の
物
品
や
家
具
の
あ
る
記
念
博
物
館
と
な
っ
て
い
る）

23
（

」
と
い
う
程
度
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の
説
明
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
博
物
館
案
内
の
記
述

さ
え
ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い）

24
（

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
事
前
学
習
の
テ
ー
マ
自
体
が
修
学
旅
行
の
目
的
を
示
し

て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
事
例
紹
介
の
旅
程
を
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

テ
ー
マ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
数
多
く
の
都
市
や
工
場
・
発
電
所
な
ど
の

う
ち
実
際
に
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。
列
車
の
車
窓
か
ら
一
瞥
で
き
た
も
の
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

ほ
と
ん
ど
は
鉄
道
沿
線
に
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
ま
っ
た
く
目
に
触
れ
る
機

会
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
う
し
た
事
前
学
習
は

あ
く
ま
で
動
機
付
け
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
実
際
の
修
学
旅
行
と
直
接
関
わ

る
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

な
お
、
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
、
後
述
す
る
す
べ
て
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の

起
点
と
な
っ
て
い
る
ク
ロ
ア
チ
ア
の
首
都
ザ
グ
レ
ブ
は
「
一
つ
の
都
市
お
よ

び
一
地
域
に
お
け
る
都
市
の
機
能
を
徹
底
的
に
知
る）

25
（

」
た
め
の
サ
ン
プ
ル
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
都
市
に
関
す
る
記
述
だ
け
で
八
頁
以
上
も
あ
り
、

そ
こ
に
は
名
所
旧
跡
案
内
だ
け
で
な
く
都
市
史
や
主
要
産
業
・
文
化
施
設
に

関
す
る
か
な
り
詳
し
い
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る）

26
（

。
こ
の
こ
と
も
ま
た
修
学

旅
行
に
際
し
て
の
目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

4
．『
修
学
旅
行
』
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス

『
修
学
旅
行
』
に
は
一
〇
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
①
列

車
で
ザ
グ
レ
ブ
か
ら
リ
イ
ェ
カ
へ
、
②
列
車
（
リ
カ
線
）
で
ザ
グ
レ
ブ
か
ら

ス
プ
リ
ト
へ
、
③
列
車
（
ウ
ナ
線
）
で
ザ
グ
レ
ブ
か
ら
ス
プ
リ
ト
へ
、
④
列

車
で
ザ
グ
レ
ブ
か
ら
プ
ー
ラ
へ
、
⑤
列
車
で
ザ
グ
レ
ブ
か
ら
ト
リ
エ
ス
テ
へ
、

⑥
列
車
で
フ
ル
ヴ
ァ
ツ
コ
・
ザ
ゴ
リ
ェ
、
メ
ジ
ム
リ
ェ
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
東

部
周
遊
、
⑦
列
車
で
ザ
グ
レ
ブ
か
ら
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
経
由
で
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ

ク
へ
、
⑧
列
車
・
船
・
バ
ス
で
ク
ロ
ア
チ
ア
東
部
、
セ
ル
ビ
ア
、
マ
ケ
ド
ニ

ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
周
遊
、
⑨
船
で
リ
イ
ェ
カ
か
ら
ト
リ
エ
ス
テ
へ
、
⑩
船

で
リ
イ
ェ
カ
か
ら
ウ
ル
ツ
ィ
ニ
へ
、
と
い
う
一
〇
コ
ー
ス
で
あ
る
。
補
足
的

に
プ
リ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ
湖
へ
の
コ
ー
ス
の
紹
介
が
あ
る
た
め
、
あ
わ
せ
て
一
一

コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
非
常
に
詳
し
い
解
説
が
な
さ

れ
て
い
る
。
重
要
と
思
わ
れ
る
地
理
的
な
名
称
（
山
・
海
・
湖
・
平
原
・
渓

谷
な
ど
）、
地
方
・
都
市
・
村
落
、
名
所
旧
跡
な
ど
に
加
え
て
、
鉄
道
路
線

を
利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
停
車
駅
・
乗
り
換
え
駅
ま
で
が
太
字
で
強
調

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
強
調
箇
所
を
中
心
に
、
羅
列
的
な
が
ら
、
各
コ
ー

ス
を
順
番
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
こ
こ
に
引
用
し
た
地
名
は

『
修
学
旅
行
』
当
時
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
部
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
改
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称
さ
れ
て
い
る
。

①
列
車
で
ザ
グ
レ
ブ
か
ら
リ
イ
ェ
カ
へ
。

ザ
グ
レ
ブ
、
サ
ヴ
ァ
川
流
域
〔
フ
ル
ヴ
ァ
ツ
キ
・
レ
ス
コ
ヴ
ァ
ツ
、
ヴ
コ

メ
リ
ッ
チ
丘
陵
、
ク
パ
川
流
域
、
オ
キ
ッ
チ
城
址
、
ヤ
ス
ト
レ
バ
ル
ス
コ
、

カ
ル
ロ
ヴ
ァ
ツ
、
ド
ゥ
ボ
ヴ
ァ
ツ
城
塞
、
ド
ゥ
ー
ガ
・
レ
サ
〕、
カ
ル
ス
ト

台
地〔
ゲ
ネ
ラ
ル
ス
キ
・
ス
ト
ル
、
コ
ル
ド
ゥ
ン
地
方
〕、
オ
グ
リ
ン
平
原〔
オ

グ
リ
ン
、
ゴ
ヤ
ク
水
力
発
電
所
〕、
ゴ
ル
ニ
ャ
・
ド
ブ
ラ
渓
谷
〔
ヴ
ル
ボ
ヴ

ス
コ
〕、
ゴ
ル
ス
キ
・
コ
タ
ル
地
方
〔
ス
ク
ラ
ド
、
デ
ル
ニ
ツ
ェ
、
ロ
ク
ヴ
ェ
、

フ
ジ
ネ
〕、
リ
イ
ェ
カ
沿
海
地
方
〔
フ
レ
リ
ン
、
ス
ヴ
ェ
テ
ィ
・
ク
ザ
ム
、

ド
ラ
ガ
〕。
こ
の
コ
ー
ス
は
、
ザ
グ
レ
ブ
か
ら
リ
イ
ェ
カ
ま
で
事
例
紹
介
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
重
な
る
。
比
較
的
近
距
離
で
、
現
実
的
な
コ
ー
ス

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
列
車
（
リ
カ
線
）
で
ザ
グ
レ
ブ
か
ら
ス
プ
リ
ト
へ
。

ザ
グ
レ
ブ
か
ら
オ
グ
リ
ン
平
原
ま
で
は
コ
ー
ス
①
と
同
じ
。
リ
カ
地
方

〔
ヨ
シ
プ
ド
ル
、
モ
ド
ル
シ
ュ
、
リ
カ
平
原
、
リ
チ
ュ
カ
・
イ
ェ
セ
ニ
ツ
ァ
、

ル
ド
ポ
リ
ェ
、
ヴ
ル
ホ
ヴ
ィ
ネ
、
ガ
ツ
カ
平
原
、
シ
ナ
ツ
、
リ
チ
ュ
コ
・
レ

シ
ュ
チ
ェ
、
ペ
ル
シ
ッ
チ
、
リ
チ
ュ
キ
・
オ
シ
ク
、
ゴ
ス
ピ
ッ
チ
、
メ
ダ
ク
、

ロ
ヴ
ィ
ナ
ツ
、
グ
ラ
チ
ャ
ツ
〕、
ダ
ル
マ
チ
ア
〔
ブ
コ
ヴ
ィ
ツ
ァ
地
方
〕、
ク

ニ
ン
平
原
と
コ
ソ
ヴ
ォ
平
原
〔
ブ
テ
ィ
シ
ュ
ニ
ツ
ァ
渓
谷
、
プ
ロ
ミ
ナ
山
〕、

ダ
ル
マ
テ
ィ
ン
ス
カ
・
ザ
ゴ
ラ
地
方
〔
ド
ル
ニ
シ
ュ
〕、
カ
シ
ュ
テ
ル
湾
〔
ス

プ
リ
ト
〕。
こ
の
コ
ー
ス
に
含
ま
れ
る
リ
カ
地
方
や
ダ
ル
マ
チ
ア
北
部
で
は

セ
ル
ビ
ア
人
が
多
数
派
を
占
め
る
村
落
も
多
か
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
の

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
に
お
け
る
「
ク
ラ
イ
ナ
・
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
」

へ
の
参
加
と
そ
の
崩
壊
に
よ
っ
て
住
民
の
大
量
脱
出
が
発
生
し
、
現
在
で
は

廃
村
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

③
列
車
（
ウ
ナ
線
）
で
ザ
グ
レ
ブ
か
ら
ス
プ
リ
ト
へ
。

ザ
グ
レ
ブ
、
サ
ヴ
ァ
川
上
流
域
〔
ト
ゥ
ロ
ポ
リ
ェ
地
方
、
ヴ
ェ
リ
カ
・
ゴ

リ
ツ
ァ
、
シ
サ
ク
、
ス
ー
ニ
ャ
、
フ
ラ
ス
ト
ヴ
ァ
ツ
、
コ
ス
タ
イ
ニ
ツ
ァ
、

マ
ユ
ル
〕、
ウ
ナ
川
流
域
〔
ド
ブ
ル
リ
ン
、
ド
ヴ
ォ
ル
・
ナ
・
ウ
ニ
、
ボ
サ

ン
ス
キ
・
ノ
ヴ
ィ
、
ボ
サ
ン
ス
カ
・
ク
ル
パ
、
ツ
ァ
ジ
ン
、
オ
ス
ト
ロ
ジ
ャ

ツ
〕。
ク
ニ
ン
平
原
と
コ
ソ
ヴ
ォ
平
原
か
ら
先
は
コ
ー
ス
②
と
同
じ
。
ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
と
の
共
和
国
境
界
を
ま
た
ぐ
コ
ー
ス
で
、
セ
ル

ビ
ア
人
が
多
数
派
を
占
め
る
村
落
の
現
状
は
コ
ー
ス
②
と
同
じ
で
あ
る
。

④
列
車
で
ザ
グ
レ
ブ
か
ら
プ
ー
ラ
へ
。

ザ
グ
レ
ブ
か
ら
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
平
原
に
至
る
サ
ヴ
ァ
川
渓
谷
〔
ポ
ヤ
ト
ノ
、

サ
ヴ
ス
キ
・
マ
ロ
フ
、
ス
ト
ラ
川
、
ク
ム
ロ
ヴ
ェ
ツ
、
ド
ボ
ヴ
ァ
、
ブ
レ
ジ

ツ
ェ
、
ク
ル
シ
ュ
コ
、
ブ
レ
ス
タ
ニ
ツ
ァ
、
セ
ヴ
ニ
ツ
ァ
、
ラ
デ
チ
ェ
、
ジ

ダ
ニ
・
モ
ス
ト
、
リ
ム
ス
ケ
・
ト
プ
リ
ツ
ェ
、
フ
ラ
ス
ト
ニ
ク
、
ト
ル
ボ
ウ

リ
ェ
、
ザ
ゴ
リ
ェ
、
リ
テ
ィ
ヤ
〕、
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
平
原
と
湿
地
帯
〔
リ
ュ

ブ
リ
ャ
ナ
、
ヴ
ェ
ル
ト
、
ヴ
ル
フ
ニ
カ
〕、
ポ
ス
ト
イ
ナ
門
と
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
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ア
・
カ
ル
ス
ト〔
ポ
ス
ト
イ
ナ
、
ラ
ケ
ク
、
プ
レ
ド
ヤ
マ
城
、
ピ
ウ
カ
〕、
デ
ィ

ヴ
ァ
チ
ャ
か
ら
プ
ー
ラ
に
至
る
イ
ス
ト
リ
ア
地
方
〔
デ
ィ
ヴ
ァ
チ
ャ
、
ブ
ゼ

ト
、
ル
ポ
グ
ラ
ヴ
、
パ
ジ
ン
、
ベ
ラ
ム
、
ス
ヴ
ェ
テ
ィ
・
ペ
タ
ル
・
ウ
・
シ
ュ

ミ
、
カ
ン
フ
ァ
ナ
ル
、
ヴ
ォ
ド
ニ
ャ
ン
、
プ
ー
ラ
〕。
ド
ボ
ヴ
ァ
か
ら
デ
ィ

ヴ
ァ
チ
ャ
ま
で
は
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
領
内
の
移
動
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
コ
ー

ス
で
は
、
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
市
内
の
国
立
博
物
館
、
自
然
博
物
館
、
民
俗
学
博

物
館
、
市
立
博
物
館
、
人
民
解
放
博
物
館
、
学
校
博
物
館
、
技
術
博
物
館
、

地
理
博
物
館
、
演
劇
博
物
館
、
国
立
美
術
館
、
近
代
美
術
館
な
ど
も
紹
介
さ

れ
て
い
る）

27
（

。
一
九
九
四
年
に
現
代
史
博
物
館
と
改
称
し
た
人
民
解
放
博
物
館

を
含
め
て
、
こ
れ
ら
は
現
在
で
も
活
動
を
続
け
て
い
る
。

⑤
列
車
で
ザ
グ
レ
ブ
か
ら
ト
リ
エ
ス
テ
へ
。

リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
ま
で
は
コ
ー
ス
④
と
同
じ
。
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
盆
地
〔
メ
ド

ヴ
ォ
デ
、
ソ
ラ
川
、
シ
ュ
コ
フ
ィ
ア
・
ロ
カ
、
ク
ラ
ー
ン
、
コ
ク
ラ
川
、
ク

ロ
ー
パ
、
ラ
ド
ウ
リ
ツ
ァ
、
ブ
レ
ッ
ド
、
ブ
レ
ッ
ド
湖
、
レ
ス
ツ
ェ
、
ベ
グ

ニ
ェ
、
イ
ェ
セ
ニ
ツ
ェ
、
ヴ
ィ
ン
ト
ガ
ル
峡
谷
〕、
ボ
ー
ヒ
ン
湖〔
ボ
ー
ヒ
ン
〕、

ソ
チ
ャ
川
中
流
域
〔
モ
ス
ト
・
ナ
・
ソ
チ
、
カ
ナ
ル
、
ソ
ル
カ
ン
、
ゴ
リ

ツ
ァ
〕、
ヴ
ィ
パ
ヴ
ァ
川
渓
谷
と
カ
ル
ス
ト
、
ト
リ
エ
ス
テ
。
こ
の
コ
ー
ス

の
う
ち
ソ
チ
ャ
川
や
ヴ
ァ
イ
パ
ヴ
ァ
川
の
流
域
は
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
イ

ス
ト
リ
ア
全
域
と
同
じ
く
イ
タ
リ
ア
領
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
リ
ア
（
ク
ロ

ア
チ
ア
語
で
は
ユ
リ
イ
ス
カ
・
ク
ラ
イ
ナ
）
に
含
ま
れ
て
い
た
。『
修
学
旅

行
』
で
も
、「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
王
国
時
代
、
こ
の
山
岳
地
帯
に
不
当
な

国
境
線
が
引
か
れ
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
一
部
で
あ
る
ユ
リ
イ
ス
カ
・
ク
ラ
イ

ナ
が
単
な
る
行
政
的
な
手
法
で
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
イ
タ
リ

ア
に
併
合
さ
れ
て
い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
よ
う
や
く
ユ
リ
イ
ス
カ
・

ク
ラ
イ
ナ
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
系
住
民
の
大
半
が
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
る）

28
（

」
と

説
明
さ
れ
て
い
る
。

⑥
列
車
で
フ
ル
ヴ
ァ
ツ
コ
・
ザ
ゴ
リ
ェ
、
メ
ジ
ム
リ
ェ
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア

東
部
周
遊
。

フ
ル
ヴ
ァ
ツ
コ
・
ザ
ゴ
リ
ェ
〔
ザ
プ
レ
シ
ッ
チ
の
ノ
ヴ
ィ
・
ド
ヴ
ォ
リ
、

ヴ
ェ
リ
コ
・
ト
ル
ゴ
ヴ
ィ
シ
ュ
チ
ェ
、
ザ
ボ
ク
、
ス
ト
ゥ
ビ
チ
ュ
ケ
・
ト
プ

リ
ツ
ェ
、
ベ
デ
コ
ヴ
チ
ナ
、
コ
ニ
シ
ュ
チ
ナ
、
フ
ラ
シ
ュ
チ
ナ
、
ブ
デ
ィ
ン

シ
ュ
チ
ナ
、
ノ
ヴ
ィ
・
マ
ロ
フ
〕、
ヴ
ァ
ラ
ジ
ュ
デ
ィ
ン
と
ド
ラ
ヴ
ァ
川
流

域
、
メ
ジ
ム
リ
ェ
〔
チ
ャ
コ
ヴ
ェ
ツ
、
ネ
デ
リ
シ
ュ
チ
ェ
〕、
プ
ト
ゥ
イ
と

ド
ラ
ヴ
ァ
平
原
〔
プ
ト
ゥ
イ
、
キ
ド
リ
チ
ェ
ヴ
ォ
、
ポ
ホ
リ
ェ
山
、
マ
リ
ボ

ル
、
ポ
リ
チ
ャ
ネ
〕、
ツ
ェ
リ
ェ
盆
地
〔
ツ
ェ
リ
ェ
、
ロ
ガ
シ
ュ
カ
・
ス
ラ

テ
ィ
ナ
、
ロ
ガ
テ
ッ
ツ
、
ク
ラ
ピ
ナ
〕。
こ
の
コ
ー
ス
で
は
、
プ
ト
ゥ
イ
以

降
の
行
程
は
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
領
内
の
移
動
と
な
っ
て
い
る
（
最
後
の
ク
ラ
ピ

ナ
を
除
く
）。
な
お
、
こ
の
一
帯
に
は
中
世
・
近
世
の
城
館
が
数
多
く
残
っ

て
い
る
ほ
か
、
ロ
ガ
シ
ュ
カ
・
ス
ラ
テ
ィ
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
有
数
の
温
泉
保
養
地
が
点
在
す
る
た
め）

29
（

、
こ
れ
ら
の
宿
泊
施
設
を
修
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学
旅
行
で
利
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

⑦
列
車
で
ザ
グ
レ
ブ
か
ら
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
経
由
で
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
へ
。

ウ
ナ
川
流
域
ま
で
は
コ
ー
ス
③
と
同
じ
。
サ
ナ
川
渓
谷
〔
プ
リ
イ
ェ
ド
ル
、

コ
ザ
ラ
山
〕、
バ
ニ
ャ
・
ル
カ
か
ら
ド
ボ
イ
ま
で
、
ボ
ス
ナ
川
渓
谷
〔
マ
グ

ラ
イ
、
ザ
ヴ
ィ
ド
ヴ
ィ
チ
、
ジ
ェ
プ
チ
ェ
、
ヴ
ラ
ン
ド
ゥ
ク
城
塞
、
ゼ
ニ

ツ
ァ
、
カ
カ
ニ
、
ボ
ボ
ヴ
ァ
ツ
城
址
、
ヴ
ィ
ソ
コ
、
ブ
レ
ザ
、
ヴ
ァ
レ
シ
ュ
、

サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
、
イ
グ
マ
ン
山
、
イ
リ
ジ
ャ
、
イ
ヴ
ァ
ン
山
〕、
ネ
レ
ト
ヴ
ァ

川
渓
谷
〔
コ
ニ
ツ
、
ヤ
ブ
ラ
ニ
ツ
ァ
、
モ
ス
タ
ル
、
ジ
ト
ミ
ス
リ
ッ
チ
修
道

院
、
モ
ス
タ
ル
ス
コ
・
ブ
ラ
ト
、
ポ
チ
テ
リ
、
チ
ャ
プ
リ
ナ
、
ト
レ
ビ
ジ
ャ

ト
川
、
ガ
ベ
ラ
、
フ
ト
ヴ
ォ
・
ブ
ラ
ト
〕、
ポ
ポ
ヴ
ォ
平
原
と
ト
レ
ビ
シ
ュ

ニ
ツ
ァ
川
渓
谷
〔
ラ
ヴ
ノ
〕、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
沿
海
地
方
。
前
述
し
た
長

距
離
列
車
を
用
い
た
、
や
や
厳
し
い
コ
ー
ス
で
あ
る
。

⑧
列
車
・
船
・
バ
ス
で
ク
ロ
ア
チ
ア
東
部
、
セ
ル
ビ
ア
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
、

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
周
遊
。

サ
ヴ
ァ
川
流
域
〔
ド
ゥ
ー
ゴ
・
セ
ロ
、
イ
ヴ
ァ
ニ
ッ
チ
＝
グ
ラ
ー
ド
、
モ

ス
ラ
ヴ
ィ
ナ
地
方
、
ク
テ
ィ
ナ
、
ロ
ニ
ス
コ
・
ポ
ー
リ
ェ
、
ノ
ヴ
ァ
・
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
カ
、
ツ
ェ
ル
ニ
ク
、
ス
ラ
ヴ
ォ
ン
ス
キ
・
ブ
ロ
ド
、
ヴ
ル
ポ
リ
ェ
、

ヴ
ィ
ン
コ
ヴ
ツ
ィ
、
ス
リ
イ
ェ
ム
地
方
、
ス
レ
ム
ス
カ
・
ミ
ト
ロ
ヴ
ィ
ツ
ァ
、

ル
ー
マ
〕、
ド
ナ
ウ
川
流
域
〔
ゼ
ム
ン
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
〕、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド

か
ら
プ
ラ
ホ
ヴ
ォ
に
至
る
ド
ナ
ウ
川
〔
パ
ン
チ
ェ
ヴ
ォ
、
ス
メ
デ
レ
ヴ
ォ
、

コ
ヴ
ィ
ン
、
マ
ル
グ
ム
遺
跡
、
デ
リ
ブ
ラ
ト
砂
丘
、
ゴ
ル
バ
ツ
、
ジ
ェ
ル
ダ
ッ

プ
峡
谷
、
ド
ー
ニ
・
ミ
ラ
ノ
ヴ
ァ
ツ
、
カ
ザ
ン
峡
谷
、
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
記
念
碑
、

ア
ダ
＝
カ
レ
島
、
鉄
門
、
ク
ラ
ド
ヴ
ォ
、
プ
ラ
ホ
ヴ
ォ
〕、
テ
ィ
モ
ク
川
流

域
〔
ネ
ゴ
テ
ィ
ン
、
ザ
イ
ェ
チ
ャ
ル
、
ヴ
ル
シ
ュ
カ
・
チ
ュ
ー
カ
鉱
山
、
ク

ニ
ャ
ジ
ェ
ヴ
ァ
ツ
、
ス
ヴ
ル
リ
グ
遺
跡
〕、
南
モ
ラ
ヴ
ァ
川
渓
谷
〔
ニ
シ
ュ

カ
・
バ
ー
ニ
ャ
、
ニ
シ
ュ
、
レ
ス
コ
ヴ
ァ
ツ
、
グ
ル
デ
リ
ツ
ァ
峡
谷
、
ヴ
ラ

ニ
ス
カ
・
バ
ー
ニ
ャ
、
ヴ
ラ
ー
ニ
ェ
、
プ
レ
シ
ェ
ヴ
ォ
、
ク
マ
ノ
ヴ
ォ
〕、

ヴ
ァ
ル
ダ
ル
川
中
流
域
の
渓
谷
〔
ス
コ
ピ
エ
、
テ
ィ
ト
フ
・
ヴ
ェ
レ
ス
〕、

ペ
ラ
ゴ
ニ
ヤ
〔
プ
リ
レ
プ
、
ビ
ト
ラ
〕、
プ
レ
ス
パ
湖
と
オ
フ
リ
ド
湖
〔
オ

フ
リ
ド
、
聖
ナ
ウ
ム
修
道
院
、
ス
ト
ゥ
ル
ガ
〕、
黒
ド
リ
ム
川
渓
谷
と
ラ
デ
ィ

カ
川
渓
谷〔
デ
バ
ル
、
マ
ヴ
ロ
ヴ
ォ
湖
〕、
ヴ
ァ
ル
ダ
ル
川
上
流
域
の
渓
谷〔
ゴ

ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
、
ポ
ロ
グ
盆
地
、
テ
ト
ヴ
ォ
〕、
カ
チ
ャ
ニ
ク
峡
谷
、
コ
ソ

ヴ
ォ
平
原
〔
ウ
ロ
シ
ェ
ヴ
ァ
ツ
、
リ
プ
リ
ャ
ン
、
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
〕、
メ

ト
ヒ
ヤ
地
方
〔
デ
チ
ャ
ニ
修
道
院
、
ペ
ー
チ
、
ル
ゴ
ヴ
ァ
峡
谷
〕、
モ
ン
テ

ネ
グ
ロ
人
民
共
和
国〔
チ
ャ
コ
ル
山
、
プ
ラ
ヴ
湖
、
リ
ム
川
、
ア
ン
ド
リ
イ
ェ

ヴ
ィ
ツ
ァ
、
コ
モ
ヴ
ィ
山
、
タ
ラ
川
、
チ
ト
ー
グ
ラ
ー
ド
（
現
ポ
ド
ゴ
リ

ツ
ァ
）、
ス
カ
ダ
ル
湖
、
ツ
ェ
テ
ィ
ニ
ェ
、
ニ
ェ
グ
シ
ェ
平
原
、
コ
ト
ル
〕。

こ
の
コ
ー
ス
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
を
ほ
ぼ
半
周
し
、
一
週
間
で
も
こ
な
し

き
れ
な
い
遠
距
離
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
マ
ケ
ド
ニ
ア
や
コ
ソ
ヴ
ォ
な
ど

ク
ロ
ア
チ
ア
語
が
通
用
し
に
く
く
、
イ
ン
フ
ラ
が
未
整
備
の
地
域
が
多
分
に
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含
ま
れ
て
い
る
面
も
あ
る
。
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
も
の
か
ら
一
部
を
選
択
し

て
利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑨
船
で
リ
イ
ェ
カ
か
ら
ト
リ
エ
ス
テ
へ
。

イ
ス
ト
リ
ア
東
海
岸
〔
ク
ヴ
ァ
ル
ネ
ル
・
リ
ヴ
ィ
エ
ラ
、
オ
パ
テ
ィ
ヤ
、

ロ
ヴ
ラ
ン
、
モ
シ
ュ
チ
ェ
ニ
チ
ュ
カ
・
ド
ラ
ガ
、
ラ
ビ
ン
、
ラ
シ
ャ
〕、
ツ

レ
ス
島
と
ロ
シ
ニ
島
、
イ
ス
ト
リ
ア
西
海
岸
〔
プ
ー
ラ
、
ブ
リ
オ
ニ
群
島
、

ロ
ヴ
ィ
ニ
、
リ
ム
湾
、
ポ
レ
チ
ュ
、
ノ
ヴ
ィ
グ
ラ
ー
ド
、
ウ
マ
グ
、
サ
ヴ
ド

リ
ヤ
、
ポ
ル
ト
ロ
ー
シ
ュ
、
ピ
ラ
ン
、
イ
ゾ
ラ
、
コ
ペ
ル
、
ア
ン
カ
ラ
ン
〕、

ト
リ
エ
ス
テ
。
リ
イ
ェ
カ
か
ら
ト
リ
エ
ス
テ
ま
で
イ
ス
ト
リ
ア
半
島
の
海
岸

部
を
周
遊
す
る
コ
ー
ス
。
戦
後
新
た
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
編
入
さ
れ
た

イ
ス
ト
リ
ア
の
主
要
都
市
や
海
岸
保
養
地
を
め
ぐ
る
も
の
だ
が
、
船
旅
自
体

が
時
間
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
、
訪
問
先
（
寄
港
地
）
を
絞
り
込
ま
な
い
限

り
は
現
実
的
で
な
い）

30
（

。

⑩
船
で
リ
イ
ェ
カ
か
ら
ウ
ル
ツ
ィ
ニ
へ
。

リ
イ
ェ
カ
と
ク
ロ
ア
チ
ア
沿
海
地
方
〔
リ
イ
ェ
カ
、
ク
ラ
リ
ェ
ヴ
ィ
ツ
ァ
、

バ
カ
ル
湾
、
オ
ミ
シ
ャ
リ
、
ク
ル
ク
島
、
ツ
リ
ク
ヴ
ェ
ニ
ツ
ァ
、
ノ
ヴ
ィ
・

ヴ
ィ
ノ
ド
ル
ス
キ
、
ザ
ヴ
ラ
ト
ニ
ツ
ァ
湾
、
カ
ル
ロ
バ
グ
、
パ
グ
島
、
ス
タ

リ
グ
ラ
ー
ド
〕、
ダ
ル
マ
チ
ア
北
部
〔
ズ
ル
マ
ニ
ャ
川
、
ノ
ヴ
ィ
グ
ラ
ー
ド
海
、

オ
ブ
ロ
ヴ
ァ
ツ
、
ニ
ン
、
ラ
ヴ
ニ
・
コ
タ
リ
地
方
、
ビ
オ
グ
ラ
ー
ド
・
ナ
・

モ
ー
ル
、
ヴ
ラ
ナ
湖
、
コ
ル
ナ
テ
ィ
諸
島
、
シ
ベ
ニ
ク
、
プ
ロ
ク
リ
ャ
ン
湖
、

ク
ル
カ
川
、
ス
ク
ラ
デ
ィ
ン
〕、
ダ
ル
マ
チ
ア
中
部
〔
ス
プ
リ
ト
、
サ
ロ
ナ

遺
跡
、
ト
ロ
ギ
ル
、
オ
ミ
シ
ュ
、
ブ
レ
ラ
、
マ
カ
ル
ス
カ
、
ポ
ド
ゴ
ラ
、
プ

ロ
ー
チ
ェ
〕、
ダ
ル
マ
チ
ア
南
部
〔
オ
レ
ビ
ッ
チ
、
ム
リ
ェ
ト
島
、
ム
リ
ェ

ト
湖
、
ス
ト
ン
、
グ
ル
ー
ジ
ュ
、
リ
イ
ェ
カ
・
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ァ
チ
ュ
カ
峡
谷
、

ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
、
ロ
ク
ル
ム
島
、
ツ
ァ
ヴ
タ
ト
〕、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
沿
海

地
方
〔
ヘ
ル
ツ
ェ
グ
ノ
ヴ
ィ
、
リ
サ
ン
、
ペ
ラ
ス
ト
、
コ
ト
ル
、
ブ
ド
ヴ
ァ
、

ス
ヴ
ェ
テ
ィ
・
ス
テ
フ
ァ
ン
、
バ
ー
ル
、
ウ
ル
ツ
ィ
ニ
〕。
ス
プ
リ
ト
か
ら

フ
ヴ
ァ
ル
島
や
コ
ル
チ
ュ
ラ
島
へ
向
か
う
サ
ブ
コ
ー
ス
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
一
帯
を
縦
断
す
る
長
距
離
の
コ
ー

ス
で
、
上
記
コ
ー
ス
⑨
以
上
に
訪
問
先
（
寄
港
地
）
を
か
な
り
絞
り
込
む
必

要
が
あ
る）

31
（

。
ロ
ー
カ
ル
航
路
も
充
実
し
て
い
る
と
は
い
え
、
島
々
を
め
ぐ
る

こ
と
自
体
を
目
的
と
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
修
学
旅
行
向
き
と
は
考
え
に
く

い
。⑪

プ
リ
ト
ヴ
ィ
ツ
ェ
湖
群
国
立
公
園
。

経
路
は
（
ａ
）
ザ
グ
レ
ブ
か
ら
カ
ル
ロ
ヴ
ァ
ツ
、
ス
ル
ー
ニ
経
由
の
バ
ス
、

（
ｂ
）
ヴ
ル
ホ
ヴ
ィ
ネ
ま
で
列
車
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
バ
ス
に
乗
り
換
え
、

（
ｃ
）
ビ
ハ
チ
ま
で
列
車
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
バ
ス
に
乗
り
換
え
（
リ
チ
ュ

コ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ォ
・
セ
ロ
経
由
）
の
三
通
り
。

以
上
の
よ
う
に
、
モ
デ
ル
コ
ー
ス
は
多
彩
で
あ
り
、
所
要
日
数
も
、
そ
れ

に
伴
う
旅
費
も
大
き
く
異
な
る
。
ザ
グ
レ
ブ
を
起
点
と
す
る
ク
ロ
ア
チ
ア
向
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け
の
案
内
書
で
あ
る
一
方
、
ク
ロ
ア
チ
ア
国
内
で
完
結
し
て
い
る
の
は
①
②

③
の
コ
ー
ス
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
目
的
地
と
し
て
④
⑤
⑥
⑨
に
は
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
、
⑦
に
は
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
、
⑩
に
は
モ
ン
テ
ネ

グ
ロ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
⑧
の
目
的
地
は
セ
ル
ビ
ア
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
、
コ
ソ

ヴ
ォ
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
多
く
の
コ
ー
ス
は
時
間
的
に

も
金
銭
面
で
も
そ
の
ま
ま
実
施
す
る
の
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の

点
で
は
、
実
際
の
修
学
旅
行
の
企
画
に
お
い
て
は
、
教
師
（
引
率
者
）
が
こ

れ
ら
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
実
施
可
能
な
も
の
に
適
宜
ア
レ
ン
ジ
せ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

む
す
び
に
か
え
て

『
修
学
旅
行
』
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
に
は
、
所
要
日
数
や
旅
費
は
も
と
よ
り
、

移
動
手
段
や
宿
泊
施
設
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
般

的
な
旅
行
案
内
書
と
し
て
の
実
用
性
を
欠
い
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
修
学
旅

行
の
企
画
に
お
い
て
大
い
に
参
考
に
な
る
部
分
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
地
理
・
歴
史
に
関
す
る
教
師
向
け
の
指
導
書
・
参
考

書
と
し
て
、
あ
る
い
は
児
童
生
徒
向
け
の
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
た
と
推
測

で
き
る
。

一
方
、『
修
学
旅
行
』
の
詳
細
な
記
述
は
事
前
学
習
の
参
考
と
な
る
べ
き

も
の
と
は
い
え
、
情
報
量
は
明
ら
か
に
過
剰
で
あ
る
。
冒
頭
の
事
例
紹
介
に

限
ら
ず
、
工
場
や
発
電
所
な
ど
経
済
地
理
的
分
野
に
関
す
る
数
多
く
の
施
設

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
鉄
道
沿
線
に
あ
る
と
い
う
だ
け

で
訪
問
・
見
学
先
と
し
て
さ
え
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
で
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
独
自
の
社
会
主
義
建
設
期
で
あ
っ
た
に
も

か
か
ら
ず
、
す
で
に
各
地
に
建
設
さ
れ
て
い
た
戦
争
・
革
命
記
念
碑
や
関
連

す
る
博
物
館
を
訪
問
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
積
極
的
に
奨
励
さ
れ
て
は
い
な

い
。
こ
れ
ら
が
修
学
旅
行
を
含
む
重
要
な
訪
問
先
と
な
っ
て
い
く）

32
（

の
は
、
一

九
六
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

『
修
学
旅
行
』
が
ど
の
よ
う
な
形
で
活
用
さ
れ
た
の
か
、
本
稿
で
は
検
証

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
修
学
旅
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
位
置
づ
け

も
、
学
習
指
導
要
領
な
ど
に
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ヴ
ィ
ア
あ
る
い
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
社
会
主
義
期
を
通
じ
て
、
修
学
旅
行
が

何
を
目
的
と
し
て
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
実
例
を
分
析
・

検
証
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
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クロアチア旅行史に関する一考察──『ユーゴスラヴィア修学旅行』を読み解く──

注1　

ク
ロ
ア
チ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
地
域
に
関
す
る
初
期
の
旅
行
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
は
、
記
載
内
容
の
正
確
さ
に
や
や
問
題
が
あ
る
も
の
の
、
貴
重
な
「
史
料
」
と

し
て
の
側
面
を
持
つ
。
例
え
ば
、
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
の
マ
レ
ー
社
に
よ
るA

 H
andbook 

for T
ravellers in Southern G

erm
any: B

eing a G
uide to B

avaria, A
ustria, 

T
yrol, Salzburg, Styria, &

c., the A
ustrian and Bavarian A

lps, and the D
anube 

from
 U
lm
 to the Black Sea, London: John M

urray and Son, 1837

や
ド
イ
ツ
の

ベ
デ
カ
ー
社
に
よ
るH

andbuch für R
eisende durch D

eutschland und den O
e-

sterreichischen K
aiserstaat, Coblenz: K

arl Baedeker, 1842

に
は
、
ま
だ
鉄
道
が

開
通
し
て
い
な
い
時
期
の
ク
ロ
ア
チ
ア
一
帯
に
関
す
る
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

れ
以
降
も
随
時
更
新
・
拡
充
さ
れ
て
い
っ
た
。
と
く
に
ダ
ル
マ
チ
ア
な
ど
ア
ド
リ
ア
海
沿

岸
地
域
に
関
し
て
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ハ
ル
ト
レ
ー
ベ
ン
社
に
よ
る

Illustrirter Führer durch D
alm
atien längs der K

üste von A
lbanien bis K

orfu 
und nach den Ionischen Inseln. H

andbuch für T
ouristen und G

eschäfts-R
ei-

sende, W
ien: H

artleben, 1883

や
ヘ
ル
ダ
ー
社
のIllustrierter Führer durch D

al-
m
atien, W

ien: A
lfred H

ölder, 1899

、
エ
ル
ベ
ミ
ュ
ー
ル
社
に
よ
るIllustrierter 

W
egw
eiser durch die österreichischen K

urorte, Som
m
erfrischen und W

inter-
stationen. H

eft: K
rain, K

üsternland und D
alm
atien, W

ien-Leipzig: Erbem
ühl, 

1911

と
い
っ
た
か
な
り
詳
し
い
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

2　

ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
観
光
旅
行
史
の
研
究
書
と
し
て
、Boris V

ukoni
, Povijest hr-

vatskog turizm
a, Zagreb: Prom

etej, 2005

〔
ク
ロ
ア
チ
ア
観
光
史
〕
等
が
あ
る
。Ivo 

Peri
, R
azvitak turizm

a u dubrovniku i O
kolici, D

ubrovnik: JA
ZU
, 1983

〔
ド
ゥ

ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
近
郊
に
お
け
る
観
光
の
発
展
〕、Boris V

ukoni
, T
em
pus Fugit - Povi-

jest turizm
a Zagreba, Zagreb: A

GM
, 1994

〔
時
は
飛
ぶ
│
ザ
グ
レ
ブ
観
光
史
〕
な
ど

地
域
ご
と
の
研
究
書
も
少
な
く
な
い
。
社
会
主
義
期
の
観
光
旅
行
史
に
関
し
て
は
、H

a-
nnes Grandits and K

arin T
aylor, eds., Y

ugoslavia ’s Sunny side. A
 H
istory of 

T
ourism

 in Socialism
 (1950s-1980s), Budapest and N

ew
 Y
ork: Central Eu-

ropean U
niversity Press, 2010

が
参
考
に
な
る
。

3　

V
elim
ir D
orofejev, Školske ekskurzije po Jugoslaviji, Zagreb: Školska knjiga, 

1959, 262 pp. [13.5 cm
 x 19.5 cm

] 

な
お
、
原
題
を
直
訳
す
れ
ば
『
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
を
め
ぐ
る
学
校
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
』
と
な
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
『
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
修
学
旅
行
』
と
し
た
。

4　

B. V
ukoni

, Povijest hrvatskog turizm
a, pp.141-142; Igor T

choukarine, “T
he 

Y
ugoslav Road to International T

ourism
. O
pening, D

ecentralization, and 
Propaganda in the Early 1950s, ” in: H

. Grandits and K
. T
aylor, eds., Y

ugoslavia ’s 
Sunny side, pp.124-129. 

社
会
主
義
期
を
通
じ
て
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
以
外
の
東
欧
諸

国
に
は
独
占
的
な
国
営
旅
行
社
が
存
在
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ル
ビ
ス
、
チ
ェ
コ
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
の
チ
ェ
ド
ッ
ク
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
イ
ブ
ス
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
Ｏ
Ｎ
Ｔ
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
の
バ
ル
カ
ン
ト
ゥ
ー
リ
ス
ト
な
ど
で
あ
る
。

5　

K
uda na odm

or: planine ‒ jezera ‒ banje, Beograd: T
uristi

ki savez Jugo-
slavije, 1963, p.150-153

〔
休
暇
ガ
イ
ド
：
山
・
湖
・
温
泉
〕.

6　

Jasenka K
ranj

evi
, “A
bandoned T

ourism
 Resorts in Croatia: T

he Con-
sequencies of D

iscordant Spatial Planning and T
ourism

 D
evelopm

ent Polici-
es, ” in: Larry D

w
yer, Renata T

am
ljenovi

, Sanda 
orak, eds., E

volution of 
D
estination Planning and Stratedy. T

he R
ise of T

ourism
 in Croatia, Palgra-

ve M
acm
illan, 2017, pp.175-176.

こ
の
時
期
に
プ
ー
ト
ニ
ク
社
が
発
行
し
た
『
勤
労
者

よ
、
休
暇
を
活
用
せ
よ
』
と
題
す
る
小
冊
子
は
、
二
色
刷
な
が
ら
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
全

土
の
主
要
な
観
光
地
の
美
し
い
風
景
写
真
を
多
数
掲
載
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
国
内
旅
行

の
奨
励
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。T

rudbenici, koristite odm
or, 

Beograd: Putnik, 1949.

7　

一
九
五
三
年
にT

uristi
ke vijeti

と
し
て
創
刊
さ
れ
、
翌
年
にT

uristi
ki pregled

、

さ
ら
に
一
九
五
六
年
にT

urizam

と
誌
名
変
更
を
重
ね
、
現
在
で
も
季
刊
誌
と
し
て
刊
行
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さ
れ
て
い
る
。
発
行
者
は
ク
ロ
ア
チ
ア
観
光
連
盟
。
詳
し
く
は
、Tom

iskav H
itrec, “Pola 

stolje
a 
asopisa T

urizam
 (1953.-2002.), ” T

urizam
, 50 (2002), pp.413-420

〔
雑
誌

『
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
の
半
世
紀
〕
参
照
。

8　

例
え
ば
、
実
用
的
な
旅
行
案
内
書
と
し
て
、
セ
ル
ビ
ア
で
はSerbia T

ourist G
uide, 

Beograd: Putnik ’s Publicity and Publishing D
epartm

ent, 1953

、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
で
はA

vtom
obilsko turisti

ni priro
nik Slovenije i Jugoslovanske cone ST

O
, 

Ljubljana: A
vtom

obilsko m
otociklisti

na zveza Slovenije, 1953

〔
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
お
よ
び
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
管
轄
ト
リ
エ
ス
テ
自
由
地
域
自
動
車
旅
行
案
内
〕、
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
はBosna i H

ercegovina: turisti
ki vodi

, Sarajevo: 
O
ZEBiH

 Zavod za ekonom
sku propagandu i publicitet, 1954

〔
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
旅
行
案
内
〕、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
で
はBoka K
otorska: turisti

ki vo-
di
, K
otor: T

rgovinsko-ugostiteljska kom
ora, 1954

〔
ボ
カ
・
コ
ト
ル
ス
カ
旅
行
案

内
〕、
マ
ケ
ド
ニ
ア
で
はM

akedonija: turisti
ki vodi

, Skopje: T
uristi

ki sojuz 
na M

akedonija, 1956

〔
マ
ケ
ド
ニ
ア
旅
行
案
内
〕
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ク
ロ
ア

チ
ア
に
関
す
る
旅
行
案
内
書
は
前
述
の
通
り
戦
前
か
ら
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期

に
もZadar: Putnikov vodi

, Zadar: T
uristi

ki savez, 1953

〔
ザ
ダ
ル
：
プ
ー
ト

ニ
ク
の
旅
行
案
内
〕
やO

patija: parkovi i šetališta, O
patija: U

prava za parkove i 
plaže, 1955

〔
オ
パ
テ
ィ
ヤ
：
公
園
と
遊
歩
道
〕
な
ど
戦
後
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
編
入

さ
れ
た
地
域
の
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